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教師による家庭学習充実と授業
との連動の取り組み状況

Benesse教育研究開発センター　小林 洋

本研究における効果検証の基本設計

今回の教師に対する調査の項目は、家庭学習・宿題の指導状況の実態に関わる項目や、取り組
みの成果と課題認識など教師の意識に関わる項目など多岐にわたっている。本節では、本章第１
節の「授業改善と結びつけた家庭学習充実の教師の取り組み」の構造モデル（以下、「構造モデル」
と称する）に示している「家庭学習指導力」「家庭学習と授業との連動」の項目に重点を置き、教師
による家庭学習の充実という視点からの学力向上の取り組みの現状を報告する。
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はじめに

本研究における効果検証の基本設計

図表２－４－１は、家庭学習充実の取り組み
（「家庭学習指導力」の発揮）に関する項目に対す
る教師の回答状況を示すものである。この項目は、
本章第１節の「構造モデル」の「Ｅ．家庭学習指導
力（Enrich）」に該当しており、「学力向上のため
の基本調査2004」で提唱した一般的な「教師の指
導力」（ＦＡＮ）モデルの枠組みを踏まえた項目と
なっている（「ＦＡＮ」とは、Foundation：「授業
の土台づくり」、Approach:「学習指導の方法」、
Navigation:「学習の方向づけ」の頭文字をとった
ものである（詳細はBenesse教育研究開発センタ
ーのWebサイト参照）。また、今回の調査におけ

る「教師の指導力」発揮状況を示す回答結果は、
図表２－４－５を参照）。この項目は、図表２－
４－１に示すように、次の６つのカテゴリーに分
け、それぞれに代表的な４つの具体的な項目を設
定している。
Ｅ－１．家庭学習の習慣化促進
Ｅ－２．自作教材やノート活用の工夫
Ｅ－３．プロジェクト的課題の導入
Ｅ－４．基礎的指導の充実
Ｅ－５．家庭学習のガイダンス
Ｅ－６．家庭学習の点検・評価と指導

1 家庭学習の充実に関わる教師の取り組み状況

図表２－４－１を少し詳しく見ていこう。
各設問項目が自分の行っている取り組みとして

どの程度あてはまるかという問いに対して「とて
もあてはまる」とする積極的な回答の割合が最も
高いのは、小学校では、「宿題をやってこない子
どもや家庭学習が十分でない子どもに対しては、
始業前や休み時間、放課後等にやらせるようにし
ている（問６－14）」（41.2％、「どちらかと言えば
あてはまる」の回答合計で85.3％）、次いで「量や
頻度にムラがないように、宿題を出すようにして
いる（問６－13）」（38.0％、同87.3％）、「長期休
業中には、ふだんやりにくい課題や十分に習熟で

きていない課題等を優先的に出すようにしている
（問６－15）」（35.7％、同83.8％）となっている。
中学校では、「とてもあてはまる」とする積極的
な回答の割合が最も高いのは、「毎日かならず今
日の授業の振り返りや次の授業への準備をするこ
と等を習慣づけるようにしている（問６－１）」
（24.1％、同73.8％）、次いで「長期休業中の対応
（問６－15）」（22.1％、同71.5％）、「市販の教材
やドリル等のみに頼らず、自作のプリントや課題
等も宿題として出すようにしている（問６－６）」
（21.6％､同62.1％）となっている。
前節で、宿題だけでなく自主的な学習に取り組

１　学習習慣化や放課後等の補充指導には大半の教師が取り組んでいる�
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むことの大切さを確認したが、これに関連する
「教科の特性や子どもの年齢に応じて、自主的・
主体的な家庭学習へと移行していけるように指導
している（問６－３）」という項目では、小学校で
は 22.8 ％（同 79.2.％）、中学校では 7.2 ％（同
60.5％）となっており、取り組まれている割合が相

対的に高い項目の中に入っている。ここまでにあ
げた項目は、「E－4．基礎的指導の充実」「E－1．
家庭学習の習慣化の促進」「Ｅ－2．自作教材や
ノート活用の工夫」のいずれかの領域に属するも
のであり、これらの領域での取り組みが行われて
いる割合は全体として相対的に高くなっている。

反対に、どの項目についても小・中学校ともに
「とてもあてはまる」という回答の割合が１割に
満たないのが「E－3．プロジェクト的課題の導
入」の領域である。「本や文章、資料を読み、自
分の考えや意見、批評等を書かせて読解力を高め
るような課題を宿題として出すようにしている
（問６－10）」の項目では、小・中学校ともに５％
未満、「どちらかといえばあてはまる」との回答
合計でも３割に満たない。その他「あるテーマに
ついて調べたり、その結果や考えを表現させたり
する課題や活動を宿題として出すようにしている
（問６－９）」や「授業で学んだことをふだんの生
活や自分のことに結び付けて、身の回りの問題や
課題の解決にあたらせるような宿題を出すように

している（問６－12）」等についても同様に低調
である。これらは、知識・技能の定着・習熟のた
めのドリルなどの課題に比べて、課題を準備する
こと自体の難しさやきちんと子どもに取り組ませ
ることの難しさを表していると考えられる。しか
し、本章前節で見たように宿題の課題も総合的に
設計されることが大切であることを考えると、現
状の宿題の出し方への見直しの必要性を示す結果
となっているのではないだろうか。
この領域に次いで、「E－5．家庭学習のガイダ

ンス」や「E－6．家庭学習の点検・評価と指導」
の領域についても取り組みの割合が低い項目が多
い。

２　「調べ表現する課題」等、プロジェクト的課題の導入の割合は低い�

全体を通して見ると、「とてもあてはまる」と
いう積極的な回答の割合が３割を超える項目は、
小学校教師の「E－4．基礎的指導の充実」の領域
の３項目（「定期的・定量的な出題」「放課後等指
導の補充指導」「長期休業中の対応」）のみであり、
中学校教師においては３割を超える項目はない。
また、「とてもあてはまる」「どちらかと言えばあ
てはまる」の回答合計の割合で見ても５割を超え
る項目は、小学校では24項目中11項目、中学校
では24項目中10項目となっている。このことは、
あとで校長の回答に見るように、家庭学習を学校
の基本方針の中にきちんと位置付けて学校全体と
して推進を図ろうとしている学校の割合が現状で
は低いことと照応していると考えられる。

なお、「ノート等の活用（問６－５）」や「評価規
準の明示（問６－24）」のように中学校のほうが小
学校を上回る項目も一部にある。しかし、小学校
と比べて中学校の家庭学習充実の取り組みは全体
として弱いことがうかがえる。これは、中学校段
階になると教科担任制であることによって生じや
すい他教科との調整の壁や、通塾率が高まる上に
部活動も加わって子どもが忙しくなるという教師
の認識など、小学校段階とは異なる要因が背景に
なっていると推察される。
次に、家庭学習の充実に関連する「家庭学習の

習慣化の工夫」や「宿題に積極的に取り組ませる
工夫」について見ていくことにする。

３　取り組んでいる割合が５割を超える項目は小・中学校ともに半分に満たない�
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問題解決�
課題�

毎日かならず今日の授業の振り返りや次
の授業への準備をすること等を習慣づけ
るように指導している。�

�
教師が指定図書のリストを作ったり、子
ども自身に目標冊数を決めさせたりして、
家庭での読書を習慣づけるように指導し
ている。�
�
教科の特性や子どもの年齢に応じて、自
主的・主体的な家庭学習へと移行してい
けるように指導している。�

�
毎日の家庭学習の計画の立て方や管理の
仕方を指導したり、家庭学習の時間をう
まく確保する工夫等を身につけさせている。�
�
授業で使うワークシートの使い方やノー
トのとり方を工夫し、家庭での予習復習
やテスト勉強等に活用するように指導し
ている。�

�
市販の教材やドリル等のみに頼らず、自
作のプリントや課題等も宿題として出す
ようにしている。�
�
�
宿題の内容や量、方法等を教員間で協議
したり、効果の高い教材を共同で開発し
て使用したりしている。�
�
校内や教育センターの教材データベース
やインターネットサイト等からドリルや
教材を入手し、宿題や家庭学習教材とし
て活用している。�
�
あるテーマについて調べたり、その結果
や考えを表現させたりする課題や活動を
宿題として出すようにしている。�
�
�
本や文章、資料を読み、自分の考えや意見、
批評等を書かせて読解力を高めるような
課題を宿題として出すようにしている。�

�
家族や友人、地域の人たちとの対話や触
れ合いを促すような課題や活動を宿題と
して出すようにしている。�
�
授業で学んだことをふだんの生活や自分
のことに結び付けて、身の回りの問題や
課題の解決にあたらせるような宿題を出
すようにしている。�
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図表２－４－１　教師の「家庭学習指導力」発揮の状況�
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量や頻度にムラがないように、宿題を出
すようにしている。�

�
宿題をやってこない子どもや家庭学習が
十分でない子どもに対しては、始業前や
休み時間、放課後等にやらせるようにし
ている。�
�
長期休業中には、ふだんやりにくい課題
や十分に習熟できていない課題等を優先
的に出すようにしている。�

�
クラス共通の課題に加えて、子どもの理
解状況や興味・関心等に応じた個別的な
課題も宿題として用意している。�

�
保護者に対して、家庭学習の充実に向け
ての協力や応援が得られるよう、具体的
な事例と共に説明している。�

�
家庭学習教材として適切な教材や方法を
保護者や子どもの要望に応じて紹介して
いる。�

�
家庭学習の意義や役割から、計画の立て方、
具体的学習方法、評価規準等をまとめた
「家庭学習の手引き」等を作成し、随時
活用させている。�
�
子どもたちの家庭学習上の悩みや相談に
個別に応じたり、具体的な方法やコツを
指導したりしている。�
�
授業で用いたプリントやテスト、作品等
と一緒に宿題や家庭学習の成果もポート
フォリオとして管理させ、成長や課題を
振り返らせている。�
�
探究的課題など中長期的な宿題を出した
後は、引っ掛かっている点の確認や指導、
念押し等をして必ず提出させるように指
導している。�
�
子どもたちの家庭学習への取り組みに対
して色々な報奨の仕掛けを工夫する等し
てやる気を高めるようにしている。�

�
家庭学習の成果に対する評価規準や判断
基準を明確に示すとともに、成績にしっ
かりと反映させている。�
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注）「ここ３年間において、あなたが子どもたちの家庭学習の充実に向けて取り組んでいることとして、次のようなことはどの程度あて
はまりますか？」の設問に対する回答状況を示す。「設問のカテゴリー」欄に示した記号や番号は、第２章１節の「授業改善と結びつけ
た家庭学習充実の取り組みの構造モデル」内の項目との対応を示す。なお、上記の項目は、これらの項目のすべてが実践されている
ことが望ましいという前提に立ったものではなく、取り組みの実態を調べ、総合学力等との関係を調べるためのものである。このこ
とは他の調査項目についても同様である。�
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図表２－４－２は、家庭学習の習慣化や効果的
に取り組ませるために教師がどのような工夫を行
っているかを示すものである。
小学校では、「子どもたちにとって無理なくや

り遂げられる量・時間の課題を与える（問７－
８）」ことや「毎日決まった量の課題を与える（問
７－９）」という「課題の量の適切な設定」が家庭
学習の習慣化の上で最も重視されていることがう
かがえる。しかし、「家庭学習の計画づくり」の
指導や家庭学習を計画どおり進めさせるための
「家庭学習計画の管理」にまで踏み込んでいる教
師の割合は、「とてもあてはまる」「どちらかとい
えばあてはまる」という回答合計では５割前後に
達する項目もあるものの、「とてもあてはまる」
という積極的な回答は、「充実した家庭学習をし
ている子どもの計画表や家庭学習の工夫等を紹介
する等して参考にさせる（問７－２）」という取り

組みが13.9％であることを除き、どれも１割に
満たない。
中学校では、小学校よりも「家庭学習の実態確

認（問７－１）」や「課題の量の適切な設定（問７－
８・９）」の取り組みの割合がかなり低い。とり
わけ「毎日決まった量の課題を与える（問７－９）」
という項目は、小学校との差が最も大きく開いて
おり、「とてもあてはまる」「どちらかといえばあ
てはまる」の回答合計で45.3ポイントの差がある。
しかし、「自分で立てた計画通りに家庭学習がで
きたかどうかをチェックさせる（問７－６）」等の
「家庭学習計画の管理」の指導や、「１ヶ月単位、
学期単位の目標の立て方を指導し、各自の生活様
式や目標に応じた自身の家庭学習の計画を立てさ
せる（問７－４）」といった「家庭学習の計画づく
り」の指導では、中学校のほうが小学校よりも取
り組みの割合がやや上回る傾向が見られる。

家庭学習の習慣化のために、小学校では「課題の量の適切な設定」が�
最も重視されており、中学校との差が大きい�

４�
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問７－８�
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小学校教師（％）� 中学校教師（％）�設問のカテゴリー� 設問番号� 設　問�

家庭学習の�
実態確認�

家庭学習�
計画の管理�

家庭学習の�
計画づくり�

課題の量の�
適切な設定�

一日の生活や活動内容・時間のバランス
を確認させ、家庭学習の時間をきちんと
確保できるように指導する。�
�
充実した家庭学習をしている子どもの計
画表や家庭学習の工夫等を紹介する等して、
参考にさせる。�
�
毎日の家庭学習の計画の立て方を子ども
の実態や目標に沿って指導する。�
�
１ヶ月単位、学期単位の目標の立て方を
指導し、各自の生活様式や目標に応じた
自身の家庭学習の計画を立てさせる。�
�
自分のペースで着実に進められる柔軟な
計画を立てさせる。�

�
自分が立てた計画通りに家庭学習ができ
たかどうかをチェックさせる。�

�
計画通りにできなかった理由や原因を振
り返らせ、計画を見直しさせる。�

�
子どもたちにとって無理なくやり遂げら
れる量・時間の課題を与える。�
�
�
毎日決まった量の課題を与える。�

図表２－４－２　家庭学習の習慣化の工夫�

注）「あなたは、ここ３年間において、子どもたちが家庭学習を自分のものとして習慣化させ、より効果的に行えるようにしていくため
にどのような点に留意して指導していますか？」の設問に対する回答状況を示す。�
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とてもあてはまる� どちらかといえばあてはまる� どちらかといえばあてはまらない� まったくあてはまらない� 無効回答�

図表２－４－３は、子どもに宿題に積極的に取
り組ませるために教師がどんな工夫をどれくらい
行っているかを示したものである。
自分の行っている工夫として、「とてもあては

まる」という積極的な回答の割合が最も高いのは、
小学校では、「提出できていない子どもに対して
個別に指導する（問８－12）」（47.5％、「どちらか
といえばあてはまる」との回答合計で92.4％）、
次いで「宿題をていねいに点検し、個別にコメン
トやアドバイスを返す（問８－13）」（33.2％、同
85.4％）、「宿題の成果や作品を授業の中で活かす
（問８－７）」（18.4％、同77.5％）となっている。
小学校では大多数の教師が、程度の差はあれ、子

どもに宿題に積極的に取り組ませるための個別的
な指導や宿題の成果を授業の中で活かす取り組み
を行っていることがわかる。中学校においても
「未提出者への対応（問８－ 12）」については、
「どちらかといえばあてはまる」までの回答合計
では76.8％となっている。
前節で見たように、とくに宿題の成果を授業の

中で活かし、子どもに宿題の役立ち感を実感でき
るような工夫を行うことと、子どもの宿題への取
り組み度合いや宿題の効果認識とは、小５生・中
２生ともに正の相関関係にあり、次項で見る家庭
学習と授業との連動に関わる取り組みとして、よ
り重視されていくことを期待したい。

５　宿題の個別的指導は大半の教師が行っている�
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小学校に比べ中学校では、宿題に積極的に取り
組ませるような工夫に関わる項目は全般に低く、
「宿題の提出状況や成果を成績に反映させる（問

８－14）」という項目が、中学校のほうが小学校
よりも行われている割合が顕著に高い唯一の項目
となっている。
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小学校教師（％）� 中学校教師（％）�設問のカテゴリー� 設問番号� 設　問�
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活用�

家庭学習�
の手引き�

未提出者�
への対応�

コメント・�
アドバイス�

点検・評価�

楽しく取り組める内容や構成を心がける。�
�
�
挑戦してみようと思わせる素材や目標を
示す。�

�
ねらいは同じでも学習活動の方法やアウ
トプットに変化を持たせる。�

�
子どもたちが複数の課題から選択できる
ようにする。�

�
個人の進度や理解度に応じて宿題の内容
を多様化する。�

�
やり遂げた達成感やできた自信が味わえ
るような仕掛けや機会を設ける。�
�
�
宿題の成果や作品を授業の中で活かす。�
�

�
段位制度や表彰等の仕掛けを取り入れる。�
�
�
宿題をグループで点検させたり、互いに
教え合わせたりする。�

�
パソコンソフトやインターネットを使っ
て学習できるようにする。�

�
家庭学習の手引き等を使って学習のやり
方を具体的に示す。�

�
提出できていない子どもに対して個別に
指導する。�

�
宿題をていねいに点検し、個別にコメン
トやアドバイスを返す。�

�
宿題の提出状況や成果を、成績に反映さ
せる。�

内
容
上
の
工
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とてもあてはまる� どちらかといえばあてはまる� どちらかといえばあてはまらない� まったくあてはまらない� 無効回答�

図表２－４－３　宿題に積極的に取り組ませるための工夫�

注）「ここ３年間において、子どもたちが宿題に積極的に取り組めるようにどのような工夫をしていますか？」の設問に対する回答状況を
示す。『中間報告』（2008年11月発刊）で紹介したものに比べて全体的に数値がやや低いのは、無効回答を分母に含めて再計算してい
ることによる。�
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本研究における効果検証の基本設計2 家庭学習と授業との連動に関わる取り組み状況

家庭学習と授業との連動は、全国各地で取り組
まれている「授業と家庭学習の一体化」「～サイ
クル化」「～システム化」「～有機的なリンク」等
の言葉で呼ばれている学力向上施策の一つと軌を
一つにするテーマである。図表２－４－４は、教
師のこの「家庭学習と授業との連動」に関わる取
り組み（「構造モデル」にある「授業連動力」の発揮）
の状況を示している。
この取り組みには、今回の調査では、図表にあ

る通り次の４つのカテゴリーを設定し、それぞれ
について代表的な４つの具体的な項目を設定して
いる。

Ｌ－１．家庭での予習を前提とすることで授
業への参画意識を高め、授業の密度
を高める取り組み

Ｌ－２．家庭学習を通じて、授業内容の一層
の定着・習熟を図る取り組み

Ｌ－３．応用発展的な家庭学習を通じて、授
業内容の一層の深化・拡大を図る取
り組み

Ｌ－４．自主的・継続的な家庭学習を通じて、
子どもの主体的学習習慣確立を図る
取り組み

図表２－４－４からわかる通り、全体を通して
「よくしている」という積極的な回答の割合が３
割を超える項目はない。この割合が最も高いのは、
小学校では、「授業中に宿題の答え合わせや宿題
内容に沿った確認テストをして、つまずき箇所の
発見と解消に努めている（問10－８）」という項目
であり（20.5％、「どちらかといえばしている」と
の回答合計で70.9％）、次いで「間違いやすい問
題やテストによく出る問題等を精選・体系化した
宿題を出している（問 10 －５）」（16.8 ％、同
61.7％）、「予習ノート等を提出させて点検したり、
子ども同士で確認させたりして、宿題を出しっぱ
なしにしないようにしている（問 10 －４）」
（16.1％、同47.8％）となっている。中学校では、
「よくしている」の回答の割合が最も高いのは、
「次の授業で学ぶ教科書の内容を読んだり、語句
の意味を調べたり、関連する資料を調べておく等、
予習する事柄と方法を明確に伝えている（問10－
１）」という項目であり（17.9％、同47.8％）、次
いで「漢字や計算、英語等の自主的・継続的な家
庭学習の成果を検定試験等で確かめてみることを
推奨している（問10－15）」（17.8％、同48.2％）
となっている。問10－１の項目では、「よくして
いる」割合が、問10－15では「よくしている」割
合ならびに「どちらかといえばしている」の回答

合計がともに、小学校よりも中学校の回答割合が
高い項目となっている。この２つの項目以外は、
すべて中学校のほうが小学校より低い。
「よくしている」「どちらかといえばしている」
の回答合計が50％を超える項目は、小学校では
16項目中の３項目、中学校では１項目であり、
全体として、家庭学習と授業を結びつけた取り組
みは現状では弱いことを示す結果となっている。
教師の指導力は、これまで見てきたような家庭

学習の充実（家庭学習指導力）や家庭学習と授業
との連動（授業連動力）の領域に限定されるもの
ではなく、子どもの学力向上を考える際には、家
庭学習の指導やその授業との連動に直接的に関わ
らない日々の授業における一般的な「教師の指導
力」を考慮することも大切である。学校の授業は、
「家庭学習ありき」ではないことは言うまでもな
い。
図表２－４－５は、「教師の指導力」のＦＡＮ

モデルに基づいて設定した項目の回答状況を示す
ものである（ＦＡＮモデルの詳細については「学
力向上のための基本調査2004」報告書参照）。こ
こでは、詳細に立ち入ることは割愛し、この「教
師の指導力」と上で見た「家庭学習指導力」や「授
業連動力」とが全体としてどのような関係にある
かを見ておきたい。

１　家庭学習と授業を結びつけた取り組みは現状では弱い�
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予習事項�
や方法の�
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かした授�
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予習した�
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授業・教�
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の開発�

応用的課�
題遂行を�
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礎の定着�

保護者の�
関与の促�
進のしか�
け作り�

家庭学習�
課題の指�
導と評価�
の一体化�

家庭学習�
の遂行の�
指導と支援�

調べ学習�
に関わる�
スキルの�
体系的指導�

家庭学習�
の成果の�
披露と�
交流活動�

授業で学�
んだこと�
の実生活�
での応用�

様々なメディ�
アを用いた�
情報収集�
の実践�

自主的家�
庭学習の�
成果発信�
の場設定�

自主的家�
庭学習の�
成果の検�
定での確認�

個に応じ�
た家庭学�
習カウン�
セリング�

次の授業で学ぶ教科書の内容を読んだり、
語句の意味を調べたり、関連する資料を
調べておく等、予習する事柄と方法を明
確に伝えている。�
�
授業計画の中で、授業内容が深まり子ど
もの積極的な参画を引き出すような予習
の内容や方法を構想している。�
�
予習してきた内容やその際に抱いた疑問
を授業の中で発表、意見交換させるなど
して、学習指導の充実を図っている。�
�
予習ノート等を提出させて点検したり、
子ども同士で確認させたりして、宿題を
出しっぱなしにしないようにしている。�

�
間違いやすい問題やテストによくでる問
題等を精選・体系化した宿題を出している。�

�
自分で問題を作るような宿題を出し、授
業中に子どもに出題･解説させる等家庭
学習のやりがいを高めている。�
�
�
宿題の確認･点検シート等を用意し、保
護者の関与を得られ易くしている。�
�
�
授業中に宿題の答え合わせや宿題内容に
沿った確認テストをして、つまずき箇所
の発見と解消に努めている。�
�
家庭での調べ学習や自由研究を行う際の
見通しの立て方やスケジュール管理の仕
方を適宜指導している。�
�
調べ学習に関わる色々な手法や手順、Ｉ
ＣＴの活用等を授業で指導し、それを用
いて行う宿題（家庭学習課題）を出している。�
�
家庭学習として取り組んできた探究的学
習の成果を発表したり、交流したりする
場や機会を定期的に設けている。�
�
授業で学んだ知識やスキルを実生活にお
いて応用・活用させるような宿題を出し
ている。�
�
新聞や書籍、インターネット等を使って、
色々な出来事やテーマについての情報を
収集したり、まとめたりする宿題を出し
ている。�
�
家庭学習として取り組ませている新聞の
社説や記事、コラム等のまとめや感想を、
朝の会や授業等で発表させている。�
�
漢字や計算、英語等の自主的・継続的な
家庭学習の成果を検定試験等で確かめて
みることを推奨している。�
�
子どもの習熟状況や要望に応じた宿題を
用意したり、家庭学習の仕方や教材を個
別に紹介したりしている。�

よくしている� どちらかといえばしている� どちらかといえばしていない� まったくしていない� 無効回答�

図表２－４－４　家庭学習と授業との連動（「授業連動力」）に関わる取り組み状況�

注）「ここ３年間において、授業や学習指導において宿題を出したり、家庭学習に関する指導を行うに当たって、あなたは次のようなこ
とをどの程度やっていますか？」の設問に対する回答状況を示す。�
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問５－１�

問５－２�

問５－３�

問５－４�

問５－５�

問５－６�

問５－７�

問５－８�

問５－９�

問５－10�

問５－11�

問５－12

小学校教師（％）� 中学校教師（％）�設問のカテゴリー� 設問番号� 設　問�

基礎体験�
の充実�

人間力の�
育成�

学び合う�
集団形成�

教材研究�
・単元計画�

板書・発問�
の工夫�

学習環境�
の整備�

教育への�
コミット�
メント�

課題探究�
的要素�

交流・協�
業的要素�

総合的な�
学習との�
関連�

本物に触れ、感動を体感できるような機
会や体験を豊富に用意している。�
�
�
公共心や規範について考えさせたり、身
に付けさせたりするための実践の機会を
設けている。�

�
ペア学習やグループ学習等の形態を柔軟
に取り入れて、子ども同士が学び合い、
教え合う活動の充実に取り組んでいる。�
�
定期的に面談や意識調査などを行い、子
ども一人ひとりの実態や個性を客観的に
把握し、個を生かす学習集団作りに取り
組んでいる。�

�
各単元における学習目標と評価規準を明
確にした上で、目標達成に必要な具体的
な教材や活動を指導計画に組み込んでいる。�

�
教科書や板書では伝えにくい内容を、パ
ソコン等による映像を用いるなどして、
分かりやすく提示するようにしている。�
�
�
多様な解答例や模範となるノート等を、
クラスで回覧したり、掲示したりしている。�
�
�
セミナーや研究会に自主的に参加したり、
教育関連の書籍を読むなどして、教師と
しての資質・技能を高めことに努めている。�

�
教科指導の中にプロジェクト学習の要素
を導入して、課題探究型授業の実践に取
り組んでいる。�
�
�
ＩT機器を情報の収集・分析や思考のツ
ールとして取り入れて、課題探究の過程
で積極的に活用させている。�

�
調べたり考えたりしたことを互いに伝え
合うことで、新たな気づきを得たり、思
考を練り上げたりする活動を重視している。�
�
�
複数教科の関連する内容を総合的に取り
扱うなど、合科的な指導を試みている。�

Ｆ
Ｓ  

学
習
の
土
台
作
り�

Ｆ
Ｔ  

指
導
の
土
台
作
り�

Ａ
Ｓ  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
指
導�

とてもあてはまる� どちらかといえばあてはまる� どちらかといえばあてはまらない� まったくあてはまらない� 無効回答�

図表２－４－５　ふだんの授業や特別活動での「教師の指導力」発揮の状況�
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18.57.1 41.129.5
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6.8

18.048.525.2
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24.27.3 45.419.5

3.5

15.8 24.753.8
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36.3
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49.611.1
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62.621.4

2.6

12.78.8 32.244.0
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13.7

5.8

42.934.8
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50.728.2 16.0
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次ページに続く�
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0 20 40 60 80 100020406080100

問５－13�

問５－14�

問５－15�

問５－16�

問５－17�

問５－18�

問５－19�

問５－20�

問５－21�

問５－22�

問５－23�

問５－24

小学校教師（％）� 中学校教師（％）�設問のカテゴリー� 設問番号� 設　問�

発展的�
内容指導�

課外で�
の指導�

定着指導�

学び方の�
指導�

評価規準�
の共有�

振り返り�
指導�

点検と�
フォロー�

形成的�
評価�

生活や社会との関わりを意識させて、子
どもの関心・意欲・態度をより高次な事
象にまで高めさせる指導を行っている。�
�
グラフの読み取り等に関わる算数・数学
の知識や技能を先取りし、社会や理科等
での資料活用の能力をより確かなものに
している。�

�
課外での学習も単なる自習に終わらせずに、
学習結果を指導者が点検・評価している。�

�
計算や漢字等の習得が不十分な子どもへ
の指導に際しては、当該の学年にこだわ
らずに、学年をさかのぼって指導している。�

�
望ましい学習法やノートの取り方、調べ
学習の方法などを随時指導し、個別に相
談にのっている。�

�
｢学習のてびき」などを作成し、望ましい
学習方法や授業に臨むルールなどを指導
している。�
�
ＩＴ機器の扱い方や、情報収集の仕方、
レポートのまとめ方等のスキルに関する
ハンドブックを作成し、子どもに活用さ
せている。�
�
単元ごとの評価規準や評価の場面、方法
等について、子どもたちに具体的に示し、
学習への動機づけをしている。�

�
振り返りノートなどで、毎時間の自分の
学習状況や成果を振り返らせ、つまずき
や成長に気づかせるようにしている。�
�
�
自己評価の観点や方法、目的を理解させ
るとともに、自己評価力の育成に取り組
んでいる。�

�
評価規準や判断基準を活用しながら、子
どもと一緒に学習の成果と今後の課題を
確認している。�

�
課題探究等の長期にわたる活動では、中
間報告や自己評価の場を設けて、今後の
活動の見直しやアドバイスを行っている。�
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とてもあてはまる� どちらかといえばあてはまる� どちらかといえばあてはまらない� まったくあてはまらない� 無効回答�

図表２－４－５　ふだんの授業や特別活動での「教師の指導力」発揮の状況（つづき）�
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3.1

7.845.337.9
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注）「あなたがこの３年間において、ふだんの授業や特別活動において取り組んでいることとして、次のようなことはどの程度あてはまり
ますか？」の設問に対する回答状況を示す。ＦＳ～ＮＴは、第２章１節図表２－１－５の教師の指導力（ＦＡＮ）の領域記号に対応する。�

5.1

5.6
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これら２つの図表からわかる通り、一般的な
「教師の指導力」と「家庭学習指導力」「授業連動
力」とはいずれも小・中学校ともに正の相関関係
にあり、ふだんの授業や特別活動における「教師
の指導力」の発揮が高い教師ほど、「家庭学習指
導力」「授業連動力」も高い。このことから、日

ごろの授業での指導力の発揮に努めている教師
は、子どもの学力向上のために、家庭学習の充実
やその授業との連動による授業内容の向上にも必
然的に目を向けて取り組みに向かっているという
事情がうかがえる。
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図表２－４－６ならびに図表２－４－７は、そ
れぞれ「教師の指導力と家庭学習指導力との関係」

「教師の指導力と授業連動力との関係」を表すも
のである。

「教師の指導力」が高い教師ほど「家庭学習充実」「家庭学習と授業との�
連動」にも積極的に取り組んでいる�

２�

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

下位群� 中位群� 上位群�

家
庭
学
習
指
導
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（
偏
差
値
）� 40.8

49.5

62.1

39.1

49.9

60.0

図表２－４－６　教師の指導力と家庭学習指導力�

との関係�

図表２－４－７　教師の指導力と授業連動力との関係�

「教師の指導力」の高低で分けた教師の３群� 「教師の指導力」の高低で分けた教師の３群�

35.0

40.0

45.0

50.0
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60.0

65.0

下位群� 中位群� 上位群�

授
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動
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値
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小学校�
中学校�

42.4

49.6

60.8

39.8

49.9

58.4

小学校�
中学校�

注）横軸の「教師の指導力」の高低で分けた教師の３群は、「教師の指導力」を問う設問（図表２－４－５）への回答合計スコアを偏
差値換算し、下位群：偏差値40未満、中位群：偏差値40以上60未満、上位群：偏差値60以上として設定している。縦軸
は、それぞれ、この各群に含まれる教師の「家庭学習指導力」（図表２－４－１）、「授業連動力」（図表２－４－４）を問う設
問の回答合計スコアを偏差値換算したものを示している。�
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本研究における効果検証の基本設計3 家庭学習の充実と授業改善との関係に関する教師の意識　－自由記述から

図表２－４－８　家庭学習を充実させることに対する教師の自由回答状況�

注）「家庭学習の更なる充実が授業改善に及ぼすと期待されるよい影響や懸念等があれば自由にお書きください」
という設問に対する自由記述による回答内容を分類して集計したもの。各項目の割合は、この設問への回答
者数（小学校：190、中学校173）に対する各項目の分類件数の割合として示している。一人が複数の意見を述
べている場合は、それぞれ別の回答として分類されているため、「計」の合計は100％とはならない。また、「家
庭学習充実の意義を認める肯定的な意見」や「家庭学習充実の悪影響を危惧する否定的な意見」の「計」の数値は、
各意見を有する人数の実際の割合とはイコールではない。詳細は本文参照。�

授業の充実や学びの高度化�

授業・学びへの意欲的な参画�

授業内容の定着�

自己学習力・自主的学習習慣の育成�

学習の習慣化�

学力格差の縮小�

その他�

計�

学力格差の拡大�

子どもの健康悪化�

授業への予習の悪影響�

その他�

計�

家庭環境の違いや個人差への対応�

授業内容の改善や教師の指導力向上�

要員・指導時間確保�

保護者の協力獲得�

塾等校外学習機会・ツールとの折り合い�

教師間の連携�

その他�

計�

計�

計�

家庭学習充実の意義を�

認める肯定的な意見�

家庭学習充実の悪影響を�

危惧する否定的な意見�

条件整備の課題や難しさ�

についての意見�

家庭学習の指導内容の方法�

に関する意見や工夫�

その他�

学校区分�
回答内容�

小学校�中学校�

13.3�
12.7�
15.0�
5.2�
1.7�
0.6�
8.1�
56.6�
5.8�
1.7�
2.3�
2.9�
12.7�
3.5�
4.0�
4.0�
2.3�
1.7�
3.5�
2.9�
22.0�

7.5�

5.2

25.3�
13.7�
8.9�
5.8�
4.7�
1.1�
10.0�
69.5�
8.9�
1.6�
1.1�
3.2�
14.7�
7.9�
3.2�
1.6�
1.6�
0.5�
0.0�
1.6�
16.3�

8.4�

4.2

（％）�

図表２－４－８は、「家庭学習の更なる充実が
授業改善に及ぼすと期待されるよい影響や懸念が
あれば自由にお書きください」という設問への教
師の回答を分類し集計したものである。この設問
への回答者数のアンケート回答者総数に対する割
合は、小学校：190人／877人＝ 21.7％、中学
校：173人／793人＝21.8％となっている。一人
の回答者が、肯定的意見や否定的意見を同時に複
数書いている場合もあり、このような場合、それ
ぞれ別の回答として分類している。図表の各項目

の割合は、本設問への回答者数（小学校：190、
中学校173）に対する各項目の分類件数の割合と
して示している。
図表のうち、「条件整備の課題や難しさについ

ての意見」は、家庭学習の充実が授業改善に及ぼ
す影響について、「授業改善や教師の指導力向上
が先決」といった指摘や「指導の時間や人手の確
保が必要」「保護者の協力が欠かせない」「家庭環
境の違いや個人差への対応が困難」といった家庭
学習の充実を進めるにあたって必要となる条件整
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備的な課題やその難しさの指摘を行っているもの
で、家庭学習の充実が授業改善に及ぼす影響につ
いて肯定的な立場からの意見なのか否定的な立場
からの意見なのかが表明されていないものであ
る。また、「家庭学習の指導内容の方法に関する
意見や工夫」についても、「小学校段階では予習
より復習が大事だと考える」「基本的生活習慣の
徹底が大切」「日記を活用している」「よい作文を
学級通信にのせたり、教室に掲示したりして、紹
介している」「子ども達が家に帰ってまでやって

みたいと思うような課題の提示を授業内で行うこ
とを目標としている」といった家庭学習充実のた
めの指導内容の重点や自ら実践している方法や工
夫を述べているもので、家庭学習の充実が授業改
善に及ぼす影響に対する価値判断が直接示されて
いるものではない。この場合も、肯定的・否定的
立場のいずれをも含みうるが、すでに自ら実践し
ている取り組みに関する記述も少なからず含むこ
とから、家庭学習充実の授業への影響を肯定的に
受け止める立場からのものが多いと考えられる。
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図表から、「家庭学習充実の意義を認める肯定
的な意見」の合計割合は、小学校で69.5％、中学
校で56.6％となっているが、上に述べたことか
ら、肯定的意見を有する実際の人数の割合を正確
に表しているものではなく、実際はこれらの数値
よりも程度はわからないが大きいことに注意して
ほしい。「家庭学習充実の悪影響を危惧する否定

的な意見」についても、同様に、図表中の小学
校：14.7％、中学校：12.7％という数値よりも
実際の人数割合は幾分大きいであろう。いずれに
しても、家庭学習の充実が授業に及ぼす影響につ
いては、否定的に捉える意見よりも肯定的な意見
が圧倒的に多いことを確認しておきたい。

１　家庭学習の充実の好影響を期待する声が多い�

「家庭学習充実の意義を認める肯定的な意見」
の中で、割合が最も高いのは、小学校では「授業
の充実や学びの高度化」、次いで「授業・学びへ
の意欲的な参画」となっている。前者については、
「授業が発展的に展開でき、思考力や活用力が伸
びる」「授業のレディネスがそろいやすくなるこ
とで、授業の導入部において、時間的短縮が図ら
れ、本時の学習内容にかける時間が多くなり、授
業が充実する」「授業中に学び方を学習し、家庭
でその学び方をいろいろな課題に活用し、さらに
授業で活かす。授業→家庭学習→授業というサイ
クルで子どもの学びをよりよいものにしていけ
る」など、家庭学習と授業との連動で、知識・技
能の定着だけでなく活用力や思考力育成にシフト
した授業展開ができるとする声が多い。「授業へ
の意欲的参画」については、「家庭での調べ学習
を生かした授業を取り入れることにより、子ども
たち一人ひとりが問題（課題）意識をもって授業
に参加できる」「授業中の話し合いや意見等が活
発に出る」「自ら進んで家庭学習に取り組む児童

は、学校でも積極的に授業に参加するので学級全
体がやる気をもって授業にのぞめる」「自分の得
意・不得意が分かるとともに、興味や関心が高ま
り、自分が知りたいことや学んでみたいことに前
向きに取り組めるようになる」などの声が寄せら
れている。中学校では、割合が最も高いのは「授
業内容の定着」、次いで「授業の充実や学びの高
度化」「授業・学びへの意欲的な参画」となって
いるが、この３つの割合の差は小さい。小・中学
校ともに、上位の３つの順位は異なるが項目は一
致している。これらがもとより相互に無関係なも
のではなく、密接につながり合っている課題であ
ることの表れであろう。
「肯定的な意見」の中には、「自己学習力や自主
的学習習慣」の育成に効果があるとする意見も少
なくない。また、「子どもの学力の底上げが図ら
れ学力格差の縮小につながる」という次に見る
「学力格差が拡大する」という懸念とは真逆の声
もある。

とくに「授業の充実や学びの高度化」「授業・学びへの意欲的な参画」�
「授業内容の定着」の効果への期待が大きい�
２�

2-4(p072-086)  09.6.2  2:00 PM  y [ W 85



86

本研究における効果検証の基本設計

これまで報告してきた項目以外にも、今回実施
した調査の項目には「授業改善の重点的な取り組
み（Ｒ－ＰＤＣＡ段階別）」「宿題の出題頻度」「平
日・休日の宿題時間の設定」「宿題教材の種類」
「宿題や家庭学習として取り組ませている内容」
「宿題への効果認識」等も含まれている。紙幅の

関係で割愛させていただいたが、関心のある方は
これらの基礎集計がBenesse教育研究開発センター
のサイトに掲載されているので参照してほしい。
また、教師の取り組みと子どもの学力との関係の
分析は、次章で展開する。

おわりに

「家庭学習充実の悪影響を危惧する否定的な意
見」の中で、割合が最も高いのは、小・中学校と
もに「学力格差の拡大」である。この意見で一番
多いのが「家庭環境・家庭の教育力の差」による
学力格差拡大を懸念する声であり、「宿題が多く
なると、家庭の教育力がない子はますます他の子
と差が開いてしまう」「学習の定着の度合いの差
が家庭の教育力（援助力）の差として出てしまう」
「学校に協力的な家庭、仕事等でなかなか協力で
きない家庭、と様々な事情があるので二極化が進
んでいくのでは」等の意見である。他方、家庭環
境や家庭の教育力の差に直接言及するのではな
く、「生徒一人ひとりの放課後の過ごし方が多様
化しており、宿題を完遂できる生徒と、提出しき
れない生徒との二極化が進むおそれがある」「（家
庭学習の充実は）能力的に厳しい生徒がいる」等、
子どもの放課後の過ごし方（クラブ活動などによ
る忙しさ等）の違いや能力の個人差の視点から危
惧する声もある。
また、「否定的な意見」の中には、「予習をする

ことで、教材との出会いの喜び、新鮮さが失われ
るので、興味・関心が高まらない」という「予習
のマイナス面」を危惧する声や「教師の目が届か
ない家庭学習に多くを期待することはできない。

学校での授業を分かりやすい充実したものにして
いくことを第一に考えたい」という家庭に期待す
るよりも授業の充実が先決とする声、「子どもが、
学校、家庭で勉強に追われ、心身の健康を害して
しまわないか心配である」と子どもの健康悪化を
懸念する声などもある。

家庭学習の充実の取り組みを進め成果を継続的
に上げていくためには、これらの「学力格差拡大」
等の懸念や「条件整備的な課題や難しさ」で挙げ
られている諸課題が何らかのかたちで克服されて
いくことが必要であろう。上に見た家庭学習充実
の「肯定的な意見」の割合（計）の大きさに比べて、
「家庭学習と授業との連動に関わる取り組み状況」
（図表２－４－４）が示す取り組み割合の低さを
見ると、「肯定的な意見」も期待や願望の表明に
とどまっていて実際には足が踏み出せていないケ
ースも少なくないことがうかがえる。この背景に
は、やはり「条件整備的な課題や難しさ」がある
ことや懸念の克服が課題として立ち塞がっている
ことが多いのではないだろうか。学校内部や、学
校と保護者・地域、行政等との間で前向きに議論
がなされ、今できることから取り組みが進んでい
くことを期待したい。

３　「否定的な意見」の中では「学力格差の拡大」を危惧する声が最も多い�
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